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う
つ
く
し
く
清
き
思
ひ
出
と
ど
め
お
か
む

　
　
願
ひ
を
持
ち
て
　
今
を
す
ご
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

　
六
月
十
五
日
（
月
）
、
釣
り
フ
ァ
ン
待

望
の
鮎
漁
が
解
禁
に
な
り
ま
し
た
。
ム
フ

年
は
鮎
の
育
ち
が
悪
く
、
数
も
少
な
い

こ
と
か
ら
解
禁
日
も
例
年
よ
り
十
五

日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
が
、
釣
り
人
の

姿
も
ま
ば
ら
で
釣
果
も
ム
フ
一
つ
の
よ

う
で
し
た
8響

／

‘
，

人口5，359人（△10）

　男　2，528人（△8）

　女　2，831人（△2）

世帯数1，715戸（　3）

　平成10年6月1日現在

　　　（）は蔵前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています⑨



　　　　　　コ鰯比うこ”り②　　　　　　　る③磯8ごり

掌fオキシ＝ンの発生を

防壱ましょ5〃
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近
年
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」
と
い
う
文
字
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
が
国
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
ゴ
ミ
焼
却
場
か
ら
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
で
、
そ
の
規
制
を
強
化
す
る
た
め

に
昨
年
九
月
、
廃
棄
物
処
理
法
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
ま
た
自
分
自
身
の
体
を
守

る
た
め
皆
さ
ん
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
見
ま
せ
ん
か
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

　
　
　
　
　
　
つ
て
何
？

　
「
ゴ
ミ
は
燃
や
せ
ば
よ
い
も
の
」
と

今
ま
で
私
た
ち
は
何
の
疑
い
も
な

く
、
ゴ
ミ
減
量
化
の
た
め
に
焼
却
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち

人
間
が
生
活
の
豊
か
さ
と
便
利
さ
の

引
換
に
生
み
出
し
た
も
の
が
「
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
」
な
の
で
す
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は
、
結
合
す
る

塩
素
の
分
子
の
数
が
置
き
換
え
ら
れ

た
り
、
そ
の
位
置
の
違
い
で
構
成
さ

れ
る
化
合
物
で
、
約
二
百
種
類
の
異

性
体
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
総
称
し
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

の
塩
素
等
が
不
完
全
燃
焼
に
よ
っ
て

化
合
さ
れ
発
生
す
る
も
の
で
す
。

　
わ
が
国
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
総
排

出
量
は
、
年
間
で
約
八
千
グ
ラ
ム
程

度
で
、
そ
の
う
ち
の
約
八
割
が
ゴ
ミ

焼
却
場
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

諸
外
国
と
比
較
し
て
も
わ
が
国
の
大

気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
は
高
水

準
に
あ
り
、
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
も

大
き
い
こ
と
か
ら
近
年
社
会
問
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と

　
暮
ら
し
へ
の
影
響

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
主
に
ゴ
ミ
焼

却
場
や
家
庭
な
ど
の
簡
易
焼
却
炉
で

の
不
完
全
燃
焼
か
ら
発
生
す
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
大
気
や
土
壌
、
河
川
な

ど
を
汚
染
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私

た
ち
は
そ
の
汚
染
さ
れ
た
空
気
や
水

な
ど
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
吸
収
し

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
汚
染
さ
れ
た

土
壌
や
河
川
で
と
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
を
吸
収
し
た
食
材
な
ど
か
ら
も
体

内
に
取
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
人
体
に
及
ぼ

す
影
響
と
し
て
は
、
皮
膚
障
害
が
あ

働
終

り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
呼

ば
れ
、
体
内
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を

か
く
乱
す
る
作
用
も
あ
り
、
ガ
ン
の

発
生
、
生
殖
機
能
障
害
や
内
臓
障
害
、

免
疫
機
能
の
低
下
な
ど
の
可
能
性
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ダイオキシン発生を防ぐために（私たち把もでき63つのこと）

薯
O

①
ゴ
ミ
は
勝
手
に
焼
却
し
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

　
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
塩
素
を
含
ん

だ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

を
燃
や
す
と
き
に
発
生
す
る
可
能
性

が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
な
ど
の
簡
易
焼
却
炉
や
た
き

火
な
ど
は
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
や

す
く
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
も
と
と

な
り
ま
す
の
で
勝
手
に
焼
却
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
私

達
の
未
来
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

参

　
　
甕

‘”

園
圃

＠
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う

　
ゴ
ミ
自
体
を
減
ら
す
こ
と
が
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
発
生
の
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。
必
要
以
上
に
包
装
し
た
り
せ

ず
、
ま
た
買
い
物
に
行
く
と
き
は
袋

を
持
参
す
る
な
ど
、
小
さ
な
こ
と
か

ら
で
も
ゴ
ミ
の
減
量
に
協
力
し
ま

し
ょ
う
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
よ
う

　
ゴ
ミ
減
量
に
非
常
に
効
果
的
な
の

が
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

は
資
源
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。　

特
に
、
新
聞
紙
や
週
刊
誌
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
私
た
ち
は
実

に
多
く
の
紙
製
品
に
囲
ま
れ
て
生
活

し
て
い
ま
す
。
紙
は
ご
存
じ
の
よ
う

に
木
材
か
ら
で
き
て
い
ま
す
が
、
一

度
使
わ
れ
た
紙
「
古
紙
」
を
再
生
し
て

紙
の
原
料
と
し
て
使
え
ば
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
発
生
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
森

林
資
源
の
有
効
利
用
や
自
然
環
境
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
現
在
、
東
郷
町
で
は
、
空
缶
の
分
別

収
集
と
古
紙
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
で
ゴ

ミ
の
少
な
い
、
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
発
生
し
な
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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■

1匿

参
議
院
議
員
選
挙

平
成
1
0
年
7
月
1
2

斗
庖

■

、

　
　
先
月
号
で
今
回
の
選
挙
制
度
の
改
正
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
不
在

者
投
票
、
投
票
日
と
も
に
投
票
時
間
が
午
後
8
時
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

λ
な
お
、
投
票
日
当
日
、
一
部
の
投
票
区
で
は
投
票
時
間
が
午
後
7
時
ま
で

に
な
り
ま
す
）
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
手
続
き
も
簡
素
化
さ
れ
以
前
と
比

べ
る
と
た
い
へ
ん
投
票
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
つ

な
が
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
を
せ
ず
に
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
な
お
、
今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
関
し
て
、
わ
か
ら
な
い
点
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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選挙の種類別投票率の推移

前　　回 前々回 その前 その前 その前

参議院議員選挙
70．3％

i平成7年）

74．9％

i平成4年）

　84．2％

i平成元年）

89．0％

i昭和61年）

　67．2％

i昭和58年）

衆議院議員選挙
79．6％

i平成8年）

88．5％

i平成5年）

87．2％

i平成2年）

　89．0％

i昭和61年）

　87．0％

i昭和58年）

県　知　事　選　挙
75．8％

i平成7年）

73．5％

i平成3年）

　77．6％

i昭和62年）

　63．9％

i昭和58年置

　65．7％

i昭和54年）

県議会議員選挙
無投票

i平成7年）

無投票

i平成3年）

　89．5％

i昭和62年）

91．9％

i昭和58年）

　89．5％

i昭和54年）

町長・町議会議員選挙
94．3％

i平成9年）

94．2％

i平成5年）

　94．2％

i平成元年）

95．9％

i昭和60年）

　96．6％

i昭和58年）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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農業×夢＝認定農業者

三浦　定さん

　　（坪谷）

　
今
月
は
坪
谷
の
三
浦
　
定
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

O
認
定
農
業
者
制
度
に
つ
い
て

　
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
分
か
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
研
修
会
に
参
加
し
た
り
し
て
自
分

な
り
に
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
後
の
経
営
の
改
善
や
規
模

拡
大
を
図
る
う
え
で
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。o

現
況
と
今
後
の
経
営

　
　
　
　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

　
　
　
　
（
4
棟
）
を
専
業
と
す
る

　
　
　
経
営
で
、
年
間
五
回
転
（
夏

　
　
　
場
四
万
八
千
羽
・
冬
場
五

　
　
　
万
羽
）
を
目
標
に
取
り
組

　
　
　
ん
で
い
ま
す
。
以
前
は
養

　
　
　
蚕
を
や
っ
て
い
ま
し
た

　
　
　
が
、
経
営
状
況
や
将
来
の

　
　
　
見
通
し
を
考
え
、
別
の
作

　
　
　
目
へ
の
転
換
を
決
断
し
、

　
　
　
昭
和
五
十
三
年
に
現
在
の

　
　
　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
に
切
り

　
　
　
替
え
ま
し
た
。
開
始
当
初

　
　
　
は
生
産
技
術
や
作
業
の
段

　
　
　
取
り
が
分
か
ら
ず
、
見
た

　
　
　
り
聞
い
た
り
し
て
軌
道
に

　
　
　
乗
る
ま
で
た
い
へ
ん
苦
労

　
　
　
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
家
族

　
　
　
労
働
力
（
長
男
、
母
）
を
中

　
　
　
心
に
忙
し
い
時
期
に
雇
用

　
　
　
を
入
れ
て
い
ま
す
。
規
模

　
　
　
に
つ
い
て
は
現
況
を
維
持

　
　
　
し
な
が
ら
、
現
在
の
労
働

　
　
　
力
・
品
質
等
を
確
保
し
併

　
　
　
せ
て
価
格
の
状
況
等
を
見

　
　
　
な
が
ら
じ
っ
く
り
考
え
た

　
　
　
う
え
で
拡
大
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
年
長
男
が
就
農
し

ま
し
た
の
で
、
勉
強
さ
せ
な
が
ら

い
っ
し
ょ
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
後
継
者

の
育
成
や
経
営
面
に
つ
い
て
、
各
関

係
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
・
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
認
定
農
業
者
と
し
て
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
と
共
に
経
営

安
定
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。専

任
職
員
の
一
言

　
家
族
全
員
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
取
り
組
む
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
苦
し
い
こ
と
も
、

辛
い
こ
と
も
家
族
全
員
の
力
で
解
決

し
、
明
日
を
楽
し
み
将
来
を
夢
見
て
、

今
年
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
、
後
継

者
と
し
て
新
規
就
農
し
た
「
康
伸
君
」

に
、
親
が
経
験
か
ら
取
得
し
た
技
術

を
伝
授
し
、
ま
た
学
び
よ
り
新
し
い

高
度
な
技
術
を
継
承
し
よ
う
と
し
て

い
る
一
家
で
あ
る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の

飼
育
は
、
一
寸
た
り
と
も
気
の
抜
け

な
い
経
営
で
あ
る
と
思
う
。
三
浦
家

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
新
し
い
後
継
者

を
中
心
に
、
東
郷
町
に
ま
た
一
戸
農

業
で
生
活
が
で
き
る
専
業
農
家
が
生

ま
れ
根
を
下
ろ
し
た
。

畜
産
だ
よ
り

　
五
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
（
5
月
期
）
8
0
頭

・
雌
平
均

・
去
勢
平
均

・
合
計
平
均

最
高
額

「
雌
の
部
」

3
7
1
、
0
3
1
円

4
3
8
、
0
7
8
円

4
0
3
、
7
7
3
円

　
羽
坂
寺
田
輝
夫
か
み
は
る
号

　
（
血
統
　
上
福
・
斗
星
・
奥
高
）

3
3
7
日
令
6
7
㎏
6
4
2
、
6
0
0
円

　
　
　
　
ヨ

「
去
勢
の
部
」

　
迫
野
内
佐
藤
初
義
　
貴
平
号

　
（
血
統
　
安
平
・
糸
秀
・
隆
美
）

　
　
　
　
　

3
2
4
日
令
3
㎏
5
7
9
、
6
0
0
円

　
　
　
　
3

児
湯
郡
市
セ
リ
（
5
月
期
）
2
1
頭

・
雌
平
均
4
0
6
、
1
4
0
円

・
去
勢
平
均
　
3
8
4
、
1
2
5
円

・
合
計
平
均
　
3
9
4
、
1
3
1
円

最
高
額

「
雌
の
部
」

　
長
崎
山
本
浅
一
な
み
え
号

　
（
血
統
　
福
桜
・
糸
弘
2
・
秀
安
）

2
8
9
日
令
0
4
㎏
6
0
4
、
8
0
0
円

　
　
　
　
ヨ

「
去
勢
の
部
」

　
庭
田
　
黒
木
サ
キ
子
　
秀
明
号

　
（
血
統
　
安
平
・
十
二
・
隆
美
）

2
8
6
日
令
鵬
㎏
5
2
1
、
8
5
0
円
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　　　　　　　　⑦鞘ど弓ごり 鰯まちのアルバム講
「；月響東臼杵郡民体育大会結団式

　8月30日（日）に東郷町総合グラウンドで開催される「第37

回東臼杵郡民体育大会」の選手団の結団式が中央公民

館で行われました。選手、役員、来賓合わせて80名が参

加して行われましたが、選手団の主将を務め、砲丸投げに

出場する寺田新一さんが出場選手を代表して力強い選
手宣誓を行い、選手一同決意を新たにしました。選手の皆

さんは東郷町の代表として大会の成功そして上位入賞を

めざして本格的に練習を開始することにしています。

　町民の皆さん、出場選手に対する応援と大会の成功に

向けた取り組みに力強いご支援をお願いします。

　『心花一輸』『花のあるところ

6月5日囲　　　人の心またゆかし』

　町文化協会の草花会（会長寺原郁夫さん）が小野田

の国道327号線沿いに造っている花壇（じゅん坂）に花

の苗を植えました。今回植えた花の苗は、マリーゴー

ルド・サルビア・ポーチュラカ・ケイトなど約800本で、

8月頃が見頃になるということです。

　この日はあいにくの梅雨空で、ときおり雨がぱらつ

く天気でしたが、集まった会員の皆さんは、雨を気にナ

る様子もなく、もくもくと作業に取り組んでいました。

6月7日㈲　　公民館対抗ソフトボール大会

　梅雨に入り、開催が危ぶまれた大会でしたが、この
日は朝からとても良いお天気に恵まれ絶好のスポーツ
日和となりました。年に一回の大会ということで久し

ぶりにボールに触ったという人もおられたようです
が、随所に好プレーや笑いを誘うような珍プレーも見
られ終始和やかな雰囲気で行われました。決勝戦は昨

年と同じ迫野内公民館と寺迫公民館の対戦となり、迫
野内公民館が見事連覇を果たしました。

　　優勝迫野内公民館
　　準優勝　寺迫公民館
　　第三位　仲深公民館

駿鷹 」潮
趣

大きく育って
6月5日㈲

　耳川漁業協同組合（会長池田保さん）では、今年も

ウナギ55㎏（約5500匹）を耳川、坪谷川など町内7カ所

で放流しました。組合員の手で放流されたウナギは、

川に入るとしばらくその場にとどまっていましたが、

徐々に川の流れに身をまかせながら元気に沖へと泳い

でいきました。　また、九州電力（株）も河川愛護月間

の一環として鶴野内の川原で鯉の稚魚約5，000匹の放

1灘1二黒響響k1

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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東郷町の国際交流員はうそつきです？

　時に「イギリスと日本の文化の違いはどんな誤解をもたらしますか」と聞かれます。そんなと

き、具体例が思い浮かばないのですが、先日ちょっとしたことがありましたのでご紹介します。

　それは、2ケ月ぐらい前のことです。大人の英会話教室で、「私の留守中泥棒が入り電気製品

などを盗まれた」という話をしました。もちろんそれは「うそ」だったのですが、私としてはそ

の話をきっかけに、刑事役と容疑者役に分かれ英会話の練習をしょうと思ったのです。少し現実

的な雰囲気を作るために真剣そうに事件の説明をしました。しかし、私は誰もその話を信じない

だろうと思い、最後までその話が「うそ」だったことを生徒の皆さんに説明しませんでした。

　しかし、次の日生徒さんの一人が、「東郷町でそんなことが起こるなんて」と残念がり、「東郷

町の人がそんなことをしたのだったら本当にごめんなさいね」と私にお詫びまでしてくれまし

た。わたしはびっくりして、あわてて事実を説明しました。

　それから一ヶ月ぐらい経って、職場の人から「アレックス、泥棒事件の話は本当じゃなかった

の」と聞かれました。私はまたまたびっくりして「もちろん本当じゃないけどどこでそんな話を

聞いたの」と聞き返しました。職場の人だけでなく他の人たちもその話を聞いていたようです。

悪気がなかったとはいえ、結果的に生徒の皆さんをだましてしまい心配させたことに、反省をす

るとともに私自身が「うそつき」だと思われたのではないかとたいへん口惜しい気がしました。

　私は英会話教室では教える立場にありますから、生徒さんもまさか私がうそを言うとは思わ

なかったのだろうと思います。また、私はイギリス人が大好きなジョークという感覚で話をした

ということもありますので、そういう意味から言えばとりも

なおさずイギリスと日本の文化の違いから生じた誤解かもし

れません。しかし、一番は都会と違って、人を信じ、みんな

のことを思いやる東郷町の人の人間性があったからではない

かと思います。改めて町民の皆さんの優しさを感じた出来事

でした。みなさんご心配をかけてどうもすいませんでした。

毒
¢
へ
ξ

ヘ
デ
ゴ
ご
　
ロ
が
レ
　
　

ゴ
し
ロ
モ

で
轟
ワ
レ

〉〈〉ぐ》〈×〉〈〉〈××〉〈〉〈×〉〈〉〈×〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈××〉〈〉〈〉〈〉＜x＞〈×〉〈〉〈〉嘱（〉〈×××〉曜○置く〉・〈欺×××〉〈〉〈〉←（X××〉〈〉＜×X＞・〈〉・〈〉◇属（〉〈〉＜

百
歳
に
残
る
半
年
な
り
し
姐

た
だ
惜
し
ま
れ
て
こ
の
朝
逝
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

葦
芽
吹
く
谷
の
流
れ
は
水
増
し
て

石
越
ゆ
る
音
の
風
に
の
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

鍬
さ
き
に
掘
り
あ
げ
ら
れ
て
傷
を
負
ふ

蛙
を
畦
に
吾
は
移
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

梅
雨
空
に
雷
と
ど
ろ
き
て
降
り
し
き
る

雨
に
蛙
の
声
遠
の
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

滴
る
ご
と
き
緑
の
木
々
に
緋
紅
葉
の

く
れ
な
い
の
色
燃
え
た
つ
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

離
れ
住
む
は
幾
年
な
ら
む
吾
が
友
は

古
き
日
の
古
里
を
恋
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

嬰
児
に
戻
り
し
姉
か
臥
す
の
み
と

な
り
し
現
を
吾
は
哀
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

か
ぐ
は
し
き
若
草
も
空
も
か
が
や
き
て

今
年
は
薔
薇
の
花
の
時
早
し

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

衰
へ
し
吾
が
妻
を
誘
ふ
婿
や
さ
し

連
休
を
え
び
の
の
湯
の
宿
に
来
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

肩
幅
を
は
み
出
す
ラ
ン
ド
セ
ル
を
負
ひ

手
を
つ
な
ぐ
子
ら
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

美
容
師
の
道
を
歩
む
孫
娘

ひ
た
す
ら
な
る
を
吾
は
励
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
実

母
の
日
に
何
も
贈
れ
ぬ
と
詫
び
て
く
る

娘
の
電
話
は
言
葉
の
や
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

継
ぐ
子
な
く
山
畑
の
農
を
諦
め
し

老
い
の
夫
婦
は
村
を
離
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

老
い
し
身
に
胃
カ
メ
ラ
飲
む
は
苦
痛
な
り

深
く
息
し
て
寝
台
に
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

口
あ
け
て
待
つ
嬰
児
は
粥
は
こ
ぶ

吾
を
見
つ
め
む
顔
の
愛
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑳2111㈹まで〉
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》

畿
，
屡
、
諮

▲題「ざりがに」

　鶴野内、下村の

黒木宏輝くん（6歳）

父：黒木建司さん

母：　美喜代さん
○好きな食べ物は何ですか？

　おにく

○幼稚園での好きな遊びは

　何ですか？

　ビ一霞

○大きくなったら何になり

　たいですか？

　お父さんみたいな道路を

　つくる人

　福瀬、下村の

新名鴻導くん（5歳）

父：新名直義さん

母：　　香さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ぎょうざ

○幼稚園での好きな遊びは

　何ですか？

　フフンコ

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　サッカー選手

馨
醗

＼8熱

望％翻調
鴇難菰

〃
ρ豪

＼
＼
＼

▲題「かたつむり時計」

・
曹
・
幸
・
条
・
曹
・
幸
・
曹
C
牙
壱
幸
寺
壱
ふ
⇔
轟
⇔
Q
牙
尋
孟
σ
壱
尋
ふ
Q
Q
7
母
Q
写
⇔
守
寺
£
σ
＆
⇔
菅
＆
σ
e
㎝
σ
＆
Q
Q
働
Q
＆
φ
管
名
Q
＆
0
＆
0
0
㎝
Q
O
㎝
0
0
伽
0
0
㎝
0
0
伽
σ
0
鋭
0
ふ
0
0
写
角
下
条
O
憎
0
尋
0
憎
σ
尋

，一轍の話＝題
．一醐闘■9■0■9■0■廉

6月2日㈹
東郷町初の優等賞受賞

　宮崎市JAアズムホール

で行われた第43回宮崎県

乾椎茸品評会で、坪谷の富

山三義さんが個人の天白冬

薙の部（7009）で東郷原

初の優等に入賞し、合わせ

て宮崎県知事賞も受け、松

形知事から表彰を受けまし

た。

　また、下渡川の山内光美

さんも香華の部に出品し、

佳作に入賞しました。

夢

レ
』
一
9
垂
ツ

2
騨

　
漆

交
通
安
全
だ
よ
り

　鱒…　　　　　　　　　　　　　・ひψ　　　　　　　　　　　　一〇ひ　　　　　　　　　　　oひ0　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　ρ◎　　　　　　　　ゆψ　　　　　　　ψφ　　　　　　φoφ　　　　　一9　　　　　一　　　　一　　　ゆ一　　ρ一　ψφ9ひ一

運
転
免
許
試
験
場
四
輪
試

験
コ
ー
ス
の
一
般
開
放
の

お
知
ら
せ

　
運
転
免
許
試
験
場
で
普
通
自
動
車

の
運
転
練
習
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
普
通
免
許
を
取
ろ
う
と
す
る
方
、

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で
運
転
に
不

安
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

☆
練
習
で
き
る
場
所

・
宮
崎
市
阿
波
岐
原
町
四
、
二
七
六

番
地
の
五
（
宮
崎
県
自
動
車
運
転
免

許
試
験
場
四
輪
技
能
試
験
コ
ー
ス
）

☆
練
習
で
き
る
人
は

・
こ
れ
か
ら
普
通
免
許
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
方

・
運
転
が
不
安
な
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方

・
そ
の
他
運
転
練
習
を
さ
れ
た
い
方

☆
練
習
方
法

・
運
転
指
導
員
の
同
乗
が
必
要
で

す
。
（
運
転
指
導
員
と
は
現
在
有
効
な

普
通
免
許
を
有
し
て
い
て
、
運
転
歴

が
三
年
以
上
の
方
。
た
だ
し
、
普
通
二

種
免
許
取
得
の
た
め
の
練
習
の
時
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
）

☆
練
習
で
き
る
車

・
普
通
自
動
車
（
軽
自
動
車
を
含
む
）

但
し
、
ト
ラ
ッ
ク
型
の
貨
物
車
は
除

き
ま
す
。
（
車
の
貸
出
は
あ
り
ま
せ

ん
。
）

☆
練
習
時
間

・
一
人
一
時
間

☆
使
用
料

・
一
時
間
千
五
百
円
（
使
用
申
請
の

際
、
宮
崎
県
収
入
証
紙
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
）

☆
練
習
日

・
土
曜
日
、
日
曜
日
（
年
末
年
始
期
間

中
を
除
き
ま
す
。
ま
た
、
行
事
等
の
都

合
に
よ
り
練
習
で
き
な
い
日
も
あ
り

ま
す
。
）

☆
申
込
方
法

・
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
使
用

予
定
日
前
の
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で

に
、
練
習
す
る
本
人
ま
た
は
代
理
人

が
試
験
場
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
（
使
用
許
可
申
請
書
の
用
紙
は
試

験
場
に
あ
り
ま
す
。
）

☆
注
意
事
項

・
既
納
の
使
用
料
は
還
付
し
ま
せ
ん
。

・
許
可
さ
れ
た
日
及
び
時
間
の
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

・
事
故
防
止
の
た
め
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
練
習
中
の
事
故
は
、
当
事
者
間
で

解
決
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
悪
天
候
で
練
習
を
行
う
こ
と
が
困

難
な
と
き
は
、
練
習
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・
練
習
中
の
施
設
の
損
害
に
対
し
て

は
、
賠
償
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
問
い
合
わ
せ

・
宮
崎
県
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場

　
（
園
0
9
8
5
－
3
1
－
0
1
1
0
）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑳2111㈹まで〉

（
、

　　　　　　　⑨磯8ご’り

町
史
編
纂
室
だ
よ
り
⑤

　
現
在
編
纂
室
で
は
、
先
月
に
引
き

続
き
原
稿
の
整
理
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
簡
潔
で
内
容
の
濃
い
町
史
の

完
成
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
の

で
発
刊
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
月
も
県
史
編
さ
ん
室
の

永
井
先
生
に
町
の
歴
史
に
つ
い
て
執

筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
　
渡
し
場
の
渡
し
賃

　
大
正
時
代
ま
で
、
耳
川
は
本
町
民

だ
け
で
な
く
、
入
郷
地
区
民
に
と
っ

て
重
要
な
交
通
運
輸
の
手
段
で
あ
っ

た
。
耳
川
を
上
り
下
り
す
る
高
瀬
舟

の
舟
運
は
入
郷
地
区
の
物
質
の
流
通

や
人
の
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
そ
の
た
め
舟
や
木
材
の
流
下

の
た
め
に
橋
は
架
け
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
度
々
の
洪
水
に
よ
る
被
害

の
心
配
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
往
還
の
八
重
原
、
船
戸
、
広

瀬
な
ど
に
は
渡
し
場
が
あ
り
人
の
往

来
を
助
け
て
い
た
。
資
料
が
残
さ
れ

て
い
る
八
重
原
の
渡
し
の
場
合
は
、

江
戸
時
代
に
は
八
重
原
門
が
運
営
し

て
渡
し
守
を
置
い
て
い
た
。
舟
が
老

朽
化
す
る
と
、
門
民
の
資
力
で
造
り

か
え
ら
れ
て
い
る
。

　
明
治
時
代
末
期
に
な
る
と
渡
し
船

の
権
限
を
門
か
ら
門
内
の
人
に
委
譲

さ
れ
て
い
る
。
明
治
末
に
は
山
本
佐

次
郎
と
い
う
人
が
委
譲
を
受
け
て
い

る
が
、
県
道
の
一
部
と
し
て
の
渡
し

を
行
う
に
は
、
宮
崎
県
知
事
の
五
年

を
限
る
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
更
新
も
で
き

た
。
許
可
を
受
け
る
と
き
に
は
、
渡
し

賃
を
も
具
体
的
に
示
さ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
人
ま
た
は
物
に

よ
っ
て
五
種
（
人
、
牛
馬
、
天
秤
担
ぎ

の
荷
物
、
人
力
車
・
荷
積
車
、
客
馬

車
）
に
分
か
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
耳
川

の
水
の
状
況
に
よ
っ
て
三
段
階
（
一

銭
か
ら
八
銭
ま
で
）
に
わ
か
れ
て
い

た
。
平
常
の
水
を
五
尺
（
一
メ
ー
ト
ル

五
十
セ
ン
チ
）
以
上
超
え
る
出
水
の

と
き
に
は
渡
し
船
は
中
止
さ
れ
て
お

り
、
安
全
は
厳
し
く
守
ら
れ
て
い
た
。

明
治
四
十
三
年
～
大
正
四
年
の
渡
し

賃
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
ど
こ
の
渡
し
場
も
同
じ
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

表銭賃

種　別
平水
o水一尺
ﾈ下

中水出水一尺以上三尺以下

大水
o水三尺以

繻ﾜ尺以下

出　水

n船止

人　一人 金一銭 金三銭 金四銭 五尺以上

牛馬口取共 〃二銭 〃四銭 〃五銭 全

両掛一個人共 〃二銭 〃四銭 〃五銭 全

人力車及荷積
ﾔ一両牽子共

〃二銭 〃四銭 〃五銭 全

荷積馬車一両
緖諡､

〃三銭 〃六銭 〃八銭 全

車馬車一両口
諡､

〃三銭 〃六銭 〃八銭 全

第7回東郷町観光協会写真コンテスト　i

　テーマ／東郷町の四季　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　東郷町の自然や風景、歴史、民俗、イベ1

　　　　　ント等
　〈応募方法〉

　　・作　品　一人何点でも可。ただし、未発表の
　　　　　　ものに限ります。（入賞は1人1賞と

　　　　　　します。）

　　・規格カラープリント四切（ワイド四切可）
　　・送り先　宮崎県東臼杵郡東郷町大字山陰丙
　　　　　　1374番地

　　　　　　東郷町観光協会写真コンテスト係
　　　　　　　　　圃0982－69－3901i
　◎注意事項
1・応募作品には必ず断氏名、年駄翻叫、
1　　電話番号、題名、撮影場所を記入し応募票を

i．灘継輪みに限りま知船下
｝　　額入りは受け付けません。
i　・応募作品の版権は、東郷町観光協会に帰属し

i　ます。

i　・入賞者には原版またはネガフィルムの提出を

i　求めます。
1〈応募締切〉
｝　・平成10年8月25日（当日消印有効）

i〈発　表＞

i　・平成10年9月上旬（入賞者には直接通知しま

i　す。）

i〈表　彰＞
i・平成10年9月13日（日）牧水祭当日

1　　　　●金賞　　　　　　　　　1点賞金100，000円
：　　　　　●銀賞　2点　　〃　50，000円

：　　　　　●銅賞　3点　　〃　10，000円

1　　　　●入選　3点　〃　3，000円

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
東
郷
町
立
東
郷
中
学
校
は
、
牧
水

生
誕
百
年
末
記
念
し
て
当
時
の
中
学

三
年
生
の
父
母
が
中
心
と
な
っ
て
歌

碑
を
建
立
、
昭
和
六
十
年
三
月
十
八

日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
歌
碑
は
も
う
一
基
、
日
向
市
立

富
島
中
学
校
に
同
じ
く
生
誕
百
年
を

記
念
し
て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
大
正
十
二
年
「
や
よ
少

年
た
ち
よ
」
と
題
し
て
詠
ん
だ
九
首

の
中
の
一
首
で
、
歌
集
「
黒
松
」
に
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
榎
本
尚
美
氏
（
若
山
旅
人
氏
長
女

篁
子
さ
ん
の
夫
）
著
の
「
若
山
牧
水
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
」
に
よ
る
と
、
精
神
訓
話

に
ま
つ
わ
る
歌
碑
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
あ
り
、
ま
た
、
次
の
よ
う
に
説
明
を

し
て
い
ま
す
。

　
牧
水
に
は
四
人
の
子
供
が
い
た
。

「
こ
の
歌
は
自
分
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
愛
情
と
諭
し
を
込
め
て
作
っ
た
も

の
で
あ
る
」
と
解
説
し
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
若
山
旅
人
氏
（
牧
水
の
長

男
）
に
よ
れ
ば
、
「
牧
水
は
照
れ
屋

だ
っ
た
の
で
、
子
供
に
対
し
て
こ
の

よ
う
な
説
教
じ
み
た
こ
と
を
話
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
一
般
の

少
年
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
」

都
　
甲
　
欣
　
一

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
誰
に
で
も
容
易
に
理
解
で
き
る
わ

か
り
や
す
い
歌
で
、
若
い
世
代
へ
の

道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
教
訓
の
歌
は
、
牧
水
の
歌
と

し
て
は
珍
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
東
郷
町
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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第
3
7
回
東
臼
杵
郡
民
体
育

大
会
東
郷
大
会
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集

　
8
月
3
0
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
第

37

�
潔
P
杵
郡
民
体
育
大
会
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま

す
。▽

文
字
数
　
2
0
字
以
内

▽
締
　
　
切
　
7
月
2
0
日

▽
応
募
方
法
　
郵
便
ハ
ガ
キ

　
な
お
、
優
秀
作
品
一
点
を
選
考
し
、

8
月
初
旬
か
ら
大
会
当
日
ま
で
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
掲
示
し
ま
す
。

▽
応
募
先
　
東
郷
町
教
育
委
員
会

　
　
（
越
0
9
8
2
－
6
9
－
3
9
0
9
）

性
犯
罪

勇
気
を
も
っ
て
届
け
出
を

　
性
犯
罪
一
一
〇
番
女
性
専
用
相
談

電
話
（
直
通
0
9
8
5
－
3
1
－
8
7
4

0
）
あ
な
た
の
叫
び
を
届
け
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
電
話
は
あ
な
た
の
た
め

の
投
票
箱
で
す
。

　
・
痴
漢
、
の
ぞ
き
等
の
被
害
に
遭

　
　
わ
れ
た
方

　
・
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
被
害
に
あ
っ

　
　
て
い
る
方

　
・
わ
い
せ
つ
事
案
、
レ
イ
プ
等
の

　
　
被
害
に
遭
っ
た
方

　
・
そ
の
他
、
警
察
に
相
談
し
た
い

　
　
こ
と
が
あ
る
方
な
ど

　
男
性
警
察
官
に
は
、
言
い
に
く
い

内
容
の
相
談
が
あ
る
方
、
女
性
警
察

官
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
勇
気
を
も
っ
て
打
ち
明
け
て
く

だ
さ
い
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
9
8

選
手
募
集
に
つ
い
て

　
1
0
月
1
7
、
1
8
日
（
土
、
日
）
に
、
元

気
な
宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
者
（
主
と
し
て
6
0
歳
以
上
の
県
民

が
対
象
）
を
7
月
1
日
か
ら
8
月
2
0

日
ま
で
募
集
し
ま
す
。

　
競
技
種
目
や
参
加
申
込
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、
や
す
ら
ぎ
館
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
囲
6
9
1
3
3
6
7

自
衛
官
募
集

　
平
成
1
0
年
度
の
自
衛
官
（
2
等
陸

士
、
2
等
海
士
、
2
等
空
士
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
平
成
1
0
年
7
月
～
1
1

年
3
月

▽
応
募
資
格
　
採
用
予
定
月
の
1
日

現
在
で
満
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の
日

本
国
籍
を
有
す
る
者
で
学
校
教
育
法

に
定
め
る
中
学
校
卒
業
程
度
以
上
の

学
力
を
有
し
、
か
つ
、
自
衛
隊
法
第
3
8

条
第
1
項
に
定
め
る
欠
格
事
項
に
該

当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

▽
試
験
種
目
　
筆
記
試
験
（
国
語

「
作
文
を
含
む
。
」
、
数
学
、
及
び
社

会
）
、
身
体
検
査
、
適
性
検
査
及
び
口

述
試
験
。

※
詳
し
い
応
募
方
法
等
は
宮
崎
県
総

務
部
総
務
課

　
　
　
魍
0
9
8
5
－
2
6
－
7
0
0
2

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

会
の
開
催
に
つ
い
て

　
町
政
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
「
ラ
ジ
オ

体
操
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
み
ん
な
揃
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
時
　
8
月
1
3
日
　
午
前
6
時

　
会
場
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
（
雨
天
時
、
町
体
育
館
）

　
講
師
　
指
　
導
　
輪
嶋
直
幸
氏

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
　
名
川
太
郎
氏

市
町
村
振
興
宝
く
じ

（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
）

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
左
記

の
と
お
り
発
売
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ

の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明

る
く
住
み
良
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

▽
賞
　
金
　
1
等
・
前
後
賞
併
せ
て

1
億
5
千
万
円
（
1
等
6
千
万
円
、
前

後
賞
各
4
千
5
百
万
円
）
、
以
下
6
等

ま
で
。
特
別
賞
5
0
万
円

▽
発
売
期
間
　
平
成
1
0
年
7
月
2
1
日

（
火
）
～
8
月
7
日
（
金
）
ま
で

▽
抽
選
日
　
平
成
1
0
年
8
月
1
8
日

（
火
）

※
こ
の
宝
く
じ
の
購
入
に
は
予
約
券

は
不
要
で
、
通
信
販
売
で
も
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

第
4
8
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
7
月
置
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
で
す
。
“
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
”
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。・

統
一
標
語

　
「
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く

　
　
　
明
る
い
社
会
」

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
7
月
2
1
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
三
期

　
　
　
　
　
　
　
　
擁
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
6
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
鶴
野
内
の
黒
木
利
男
さ
ん
か
ら

（
タ
ク
さ
ん
・
9
9
歳
逝
去
）

◎
仲
卸
の
矢
野
ア
ツ
さ
ん
か
ら

（
金
雄
さ
ん
・
8
1
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
平
瀬
ム
ラ
エ
さ
ん
か
ら

（
進
さ
ん
・
9
0
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
早
苗
さ
ん
か
ら

（
ヤ
ス
エ
さ
ん
・
6
9
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
野
田
正
明
さ
ん
か
ら

（
サ
エ
子
さ
ん
・
7
6
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
那
須
達
充
さ
ん
か
ら

（
定
一
さ
ん
・
8
4
歳
逝
去
）

般
寄
付

　
鶴
野
内
の
鈴
老
緑
さ
ん
か
ら
快
気

祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
五
月
届
出
分
）

結
婚
お
幸
せ
に

（ （瀧黒 早小
氏

元木 瀬林

重 綾良 名

緑美 子郎

日 迫 日 羽 住
向 野 向
市 内 市 坂 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

直 那 平 矢 黒 野
氏

野 須
定

瀬 野
金

木
ヤ
ス

田
サ
ヱ

強 一 進 雄 ヱ 子
名

64 84 90 81 69 76 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

福 小 福 仲 寺 迫 住
野 野

瀬 田 瀬 深 迫 内 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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